
 

  

二
月
二
八
日
開
催
さ
れ

た
二
月
岩
手
県
議
会
本
会

議
に
お
い
て 

増
田
寛
也

知
事
は
、
小
原
宣
良
議
員

（
政
和
・
社
民
ク
ラ
ブ
）
の

「
請
願
採
択
を
受
け
て
、

日
本
原
燃
に
岩
手
県
民
へ

説
明
す
る
よ
う
要
請
す
る

考
え
は
な
い
か
」
と
の
質
問

に
対
し
て
、
「
岩
手
県
の
水

産
業
を
守
る
た
め
に
廃
液

に
よ
る
海
洋
汚
染
は
絶
対

に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
日

本
原
燃
に
対
し
、
本
県
漁

業
関
係
者
ら
に
説
明
す
る

機
会
を
設
け
る
よ
う
要
請

す
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
優
先

で
は
な
ら
な
い
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。  

「
時
期
は 

い
つ
か
」
と
の

再
質
問
に
、
増
田
知
事
は
、

「
早
急
に
説
明
す
る
機
会

を
要
請
し
て
い
き
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
答
弁
は
、
岩
手
県

知
事
が 

再
処
理
工
場
の

廃
液
に
よ
る
三
陸
の
汚
染

を
認
め
ず
水
産
業
を
守
る

こ
と
を
確
約
し
、
県
議
会

の
請
願
採
択
の
方
針
を
受

け
て
、
局
面
を
打
開
す
る

も
の
と
し
て
歓
迎
出
来
ま

す
。 

 

 

岩
手
県
漁
連 

要
望
書
を
増
田

知
事
に
提
出 

  

県
漁
連
は
三
月
三
日
、

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
試
運

転
に
関
連
し
、
本
県
沿
岸
域

の
漁
場
保
全
な
ど
を
求
め
る

要
望
書
を
増
田
知
事
に
提

出
し
ま
し
た
。 

内
容
は
、
①
沿
岸
域
の
海

洋
環
境
調
査
体
制
を
強
化

す
る
よ
う
国
、
日
本
原
燃
に

働
き
か
け
る
②
国
、
原
燃
が

本
県
漁
業
者
に
説
明
会
を

行
う
こ
と
③
県
と
日
本
原
燃

に
対
し
て
漁
場
保
全
と
水
産

物
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う

適
切
迅
速
な
対
応
を
も
と
め

る
、
の
三
点
で
す
。 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

 

宮
古
市
議
会 

核
燃
再
処
理
請
願
採
択 

青
森
県
等
へ意
見
書
提
出 

二
月
二
三
日
開
催
さ
れ

た
宮
古
市
議
会
本
会
議
に

お
い
て
、
再
処
理
に
よ
る
三

陸
沿
岸
の
汚
染
に
つ
い
て
の

請
願
が
、
四
九
名
の
市
会
議

員
の
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
に

よ
っ
て
採
択
さ
れ
、
青
森
県

や
原
燃
へ
「
意
見
書
」
と
し
て

提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

意
見
書
は
「①
岩
手
県
民
、

特
に
沿
岸
漁
業
に
携
わ
る
県

民
に
説
明
し
、
意
見
を
聞
く

こ
と 

②
説
明
・
意
見
聴
取

が
済
む
ま
で
、
日
本
原
燃
と

安
全
協
定
を
締
結
し
な
い
こ

と
」
と
い
う
内
容
で
す
。 

 

二
月
二
七
日
、
三
上
敏
議

長
、
飛
澤
武
美
副
議
長
ら
が

青
森
県
庁
を
訪
れ
意
見
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

 

青
森
県
説
明
会
に 

岩
手
か
ら
も
参
加 

 
 

青
森
県
に
よ
る
核
燃
再

処
理
試
験
説
明
会
は
二
月

二
五
日
〜
二
七
日
ま
で
、
県

内
六
箇
所
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

岩
手
か
ら
は
、
青
森
に

一
人
、
六
ヶ
所
に
二
人
、
八

戸
に
五
人
、
む
つ
に
一
人
、

弘
前
会
場
に
四
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
歌
と
ギ
タ
ー
で
ア
ピ

ー
ル
し
チ
ラ
シ
千
枚
を
配
る

行
動
も
行
い
ま
し
た
。 

 

各
会
場
と
も
青
森
県
、
日

本
原
燃
の
他
に
原
子
力
安
全

委
員
会
、
原
子
力
安
全
保
安

院
、
内
閣
府
、
電
気
事
業
連

合
会
な
ど
二
十
余
人
が
壇

上
に
な
ら
び
、
参
会
者
は
百

四
十
人
前
後
と
い
う
状
況
で

し
た
。
一
時
間
半
ほ
ど
の
主

催
者
側
の
説
明
が
続
き
、
質

問
回
答
の
時
間
は
四
十
分
ほ

ど
で
、
県
外
の
参
加
者
の
発

言
は
制
限
さ
れ
ま
し
た
。 

 

八
戸
会
場
で
は
、
閉
会
間

際
に
や
っ
と
発
言
が
許
さ
れ

①
岩
手
へ
来
県
し
説
明
す
る

こ
と
②
三
陸
の
環
境
評
価
を

行
う
こ
と
を
要
請
し
ま
し

た
。 弘

前
会
場
で
も
、
③
実
効

線
量
は
四
万
七
千
人
分
の
経

口
致
死
量
に
当
た
る
の
で
は

な
い
か
③
核
種
ご
と
放
出
基

準
が
在
る
の
か
な
ど
を
質
問

し
ま
し
た
が
、
回
答
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

 

ヨ
ウ
素
の
濃
縮 

魚
で
三
〇
倍
・海
草
で 

二
千
倍 

 日
本
原
燃
回
答 

 

二
月
二
二
日
、
青
森
県
議

会
全
員
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
審
議
の
様
子
を
「
東
奧

日
報
」
が
伝
え
ま
し
た
。  

「
生
体
濃
縮
の
懸
念
」
に
つ
い

て
の
質
問
に
、
日
本
原
燃
は

「
国
の
安
全
審
査
で
は
、
周
辺

の
魚
や
海
草
類
で
濃
縮
さ
れ

る
事
を
織
り
込
ん
で
線
量
評

価
を
し
た
。
例
え
ば
、
ヨ
ウ
素

は
海
水
濃
度
に
対
し
て
魚
で

三
〇
倍
、
ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
な

ど
海
藻
類
で
二
千
倍
に
な

る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。 

イ

ギ
リ
ス
政
府
機
関
は
、
魚
で

は
五
〇
倍
〜
一
八
〇
倍
（
セ

シ
ュ
ウ
ム
）
の
数
値
を
採
用
し

て
い
る
。 
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「
み
ん
な
で
守
ろ
う 

豊
か

な
三
陸
の
海
」 

を
テ
ー
マ
に
、

水
口
憲
哉
先
生
の
講
演
会
が
、

三
陸
沿
岸
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

  
二
月
二
六
日
午
後
二
時
か

ら
の
山
田
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
約
一
五
〇

人
、
六
時
半
か
ら
の
釜
石
市

港
湾
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
は
約
三
〇
人
、
翌
二
七
日
、

気
仙
沼
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
や
す
ら
ぎ
〉に
は
約
六
〇
人

が
集
ま
り
、
講
演
に
耳
を
傾

け
、
意
見
の
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

 
 

 
 

講
演
会
は
そ
れ
ぞ
れ
「
豊

か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
」

「
水
産
グ
ル
ー
プ
２
１
」 

「
釜

石
生
協
運
動
有
志
」
「
気
仙

沼
地
域
漁
民
有
志
」
な
ど
、

自
発
的
な
個
人
や
団
体
の
呼

び
か
け
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し

た
。
「
海
を
汚
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
！
」
と
し
て
行
動
を
起
こ

し
た
人
々
に
よ
る
手
作
り
の

講
演
会
は
予
想
以
上
の
参
会

者
で
し
た
。 

（
同
行
取
材
・

尚
） 

 

講
演
抜
粋 

 

海
中
放
出
口
に
は 

 

危
険
で
近
づ
け
な
い 

  
 

昨
年
十
一
月
二
六
日
の

岩
手
日
報
に
「
本
県
漁
業
者 

不
安
募
る
」 

と
い
う
見
出
し

で
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の

記
事
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま

し
た
。
「
四
万
七
千
人
分
以

上
の
経
口
致
死
量
」
と
「
岩

手
の
会
」
が
指
摘
し
た
の
に
対

し
て
、
原
燃
と
し
て
の
反
論

が
載
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
（
放
射
能
廃
液
は
流
す
が
）

大
量
の
水
で
薄
ま
る
。
直
接

飲
む
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

安
全
で
あ
る
。
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。
こ
れ
は
反
論
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

 

ま
ず
「
飲
む
ど
こ
ろ
か
、
放

出
口
に
は
近
づ
く
事
も
出
来

な
い
程
の
放
射
能
廃
液
」
で

あ
る
事
を
隠
し
て
い
ま
す
。

ラ
・
ア
ー
グ
の
海
底
放
出
口

付
近
は
通
常
放
射
能
の
千
七

百
万
倍
の
放
射
能
で
す
。 

 
 

遠
く
へ飛
ば
し
て 

 
 

 

見
え
な
く
す
る 

 
 

 
 

 
二
月
二
十
日
の
朝
日
新
聞

全
国
版
は
、
「
岩
手
の
住
民
は

海
が
汚
さ
れ
る
と
し
て
署
名

を
八
七
〇
〇
人
分
集
め
青

森
県
に
提
出
し
た
」
と
報
じ

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
記
事
に

は
〈
六
ヶ
所
再
処
理
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
図
〉
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
見
る
と
煙
突

に
は
「
放
射
性
物
質
の
一
部

は
大
気
へ
」
、
排
水
に
は
「
放

射
性
物
質
の
一
部
は
海
へ
」
と

明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

原
燃
が
隠
し
続
け
て
き

た
「
放
射
能
垂
れ
流
し
計

画
」
が
初
め
て
全
国
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
放
射
能
廃
液
は

薄
ま
る
こ
と
な
く
、
海
流
に

の
っ
て
三
陸
の
海
岸
に
向
か
っ

て
南
下
し
滞
留
す
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。 

漁
民
や
消
費
者
の 

無
数
の
声
が
海
を
守
る 

 
 

岩
手
日
報
夕
刊
論
壇
、

二
月
二
三
日
に
は
「
放
射
能

の
風
評
被
害
」
（
宮
古
・
漁

業
）
、
二
四
日
に
「
拝
啓 

県

漁
連
様
」
（
盛
岡
市
・
主
婦
）

と
い
う
投
稿
が
載
り
ま
し
た
。

実
に
よ
く
情
報
を
集
め
考
え

て
い
ま
す
。 

 

海
で
生
活
す
る
漁
民
、
安

全
な
海
産
物
を
願
う
消
費

者
が
こ
の
よ
う
に
全
国
各
地

で
声
を
あ
げ
て
ゆ
け
ば
、
必

ず
や
海
は
放
射
能
汚
染
か

ら
守
ら
れ
ま
す
。 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

ビ
デ
オ
・
三
陸
リ
レ
ー 

講
演
会
の
記
録
（四
五
分
） 

〈
六
ヶ
所
通
信
番
外
編
〉  

 
 

 

鎌
仲
ひ
と
み
監
督 

 
 

「グ
ル
ー
プ
現
代
・制
作 

℡
０
３
・３
３
４
１
・
２
８
６
３ 

 

定
価
三
五
〇
〇
円 

「海
を
汚
さ
れ
て
は 

困
る
ん
で
す
！
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

み
ん
な
で
声
を
あ
げ
よ
う 

 
  

水
口
憲
哉
先
生
（
東
京
海
洋
大
学
名
誉
教
授
） 

山
田 

釜
石 

気
仙
沼
リ
レ
ー
講
演
会 

大
型
ク
ラ
ゲ
目
撃
情
報
マ
ッ
プ 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
二
月
に
は 

千
葉
県
沖
ま
で
南
下 

 独立行政法人〔水産総合研究センタ

ー〕が集計している「大型クラゲ目撃

情報マップ」はインターネットで見られ

ます。 

 夏に日本海側に現れた越前クラゲ

は津軽海峡を通過し三陸沖を南下、

現在は千葉県沖合に達しています。 

放射能廃液も同じに流れます。 


